
蕊

以
前
は
他
社
か
ら
の
委
託
研

究
を
主
に
や
っ
て
い
た
の
で
あ

る
が
、
加
年
前
、
「
こ
れ
か
ら

は
量
よ
り
質
の
時
代
」
と
い
う

考
え
を
も
と
に
長
期
計
画
を
立

て
、
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

そ
し
て
現
在
、
医
用
光
学
機

器
の
研
究
開
発
か
ら
生
産
販
売

ま
で
を
お
こ
な
う
会
社
へ
と
変

化
を
と
げ
た
の
で
あ
る
。

■

☆
紫
綬
褒
章
受
賞
加
周
年
記
念

株
式
会
社甲

南
カ
メ
ラ
研
究
所

池
上
吉
蔵
社
長

㈱
甲
南
カ
メ
ラ
研
究
所
社
長

池
上
吉
蔵
氏
が
紫
綬
褒
章
を
受

賞
さ
れ
て
か
ら
卯
周
年
を
迎
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。
偶
然
に
も

こ
の
受
賞
の
年
は
、
同
氏
が
会

社
の
業
務
内
容
変
更
を
心
に
決

め
た
年
で
あ
っ
た
。

室田純子さん

騨
識
鱗
鱗
織
噂
識
鮭

ｏｊＹｂｅ
Ｂ鱈a ｋ

こ
れ
か
ら
も
大
い
な
る
躍
進

を
期
待
し
た
い
。

☆
女
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

奮
戦
す

現
在
、
女
性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
と
し
て
第
一
線
で
活
躍
中
の

大
西
悦
子
さ
ん
が
、
ド
ラ
マ
の

池上吉蔵さん

大西悦子さん

１
１１３
１

可
略
唱
田
、
別
別
‐
研
削
弓
罰
沌
Ｌ

譲
癖
》
露
》
器
碑
露
需
群
干
》
》
需
鍵
癖
》
癖
》
品
鐸

室
田
さ
ん
は
、
平
成
元
年
、

「
ビ
ク
タ
ー
・
レ
デ
イ
ー
ス
・

ソ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
さ
れ
た
実
力
派
。

親
和
女
子
高
校
卒
業
後
、
歌

と
芝
居
の
勉
強
の
た
め
渡
米

し
、
帰
国
後
は
、
東
京
を
中
心

に
様
々
な
ス
テ
テ
ー
ジ
を
こ
な

し
て
き
た
経
歴
を
持
つ
。

こ
れ
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
歌

声
を
聞
か
せ
て
欲
し
い
も
の
で

あ
る
。 「

将
来
的
に
は
、
同
研
究
所

を
核
と
し
て
様
々
な
専
門
的
プ

ラ
ネ
ッ
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
を
増
設

し
て
、
独
自
の
事
業
展
開
を
し

て
い
き
た
い
」
と
語
る
池
上
社

長
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
。

☆
「
待
ち
こ
が
れ
て
神
戸
」
で

里
帰
り
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー

神
戸
市
垂
水
区
出
身
で
東
京

を
中
心
に
活
躍
中
の
シ
ャ
ン
ソ

ン
歌
手
、
室
田
純
子
さ
ん
が
新

曲
「
待
ち
こ
が
れ
て
神
戸
」
と

と
も
に
里
帰
り
、
昨
年
暮
れ
、

舞
子
ビ
ラ
に
お
い
て
デ
ィ
ナ
ー

シ
ョ
ー
を
開
い
た
。

;;懲驚鴬:；

☆
人
々
の
共
感
を
得
ら
れ
る
も

の
を
制
作
し
て
い
き
た
い

株
式
会
社
ヴ
ァ
ン
が
今
年
ｎ

年
目
を
迎
え
、
こ
の
ｎ
年
目
の

ス
タ
ー
ト
を
機
に
、
友
人
の
事

務
所
と
協
力
し
て
、
東
京
で
も

仕
事
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

つ
く
っ
た
。

ヴ
ァ
ン
は
、
「
そ
の
制
作
物

を
通
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
人

た
ち
、
ひ
と
り
ひ
と
り
を
具
体

的
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
そ
の
人

た
ち
の
心
を
と
ら
え
る
こ
と
」

を
常
に
考
え
て
、
企
画
・
編
集

を
や
っ
て
き
た
会
社
な
の
だ

が
、
籾
年
に
は
、
「
空
間
を
編

集
す
る
」
と
い
う
視
点
か
ら
、

株
式
会
社
ト
ス
を
設
立
。

藤原
灘

空
間
の
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り

か
ら
、
細
部
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
ま
で
快
適
な
空
間
を
人
々
に

提
案
す
る
べ
く
、
仕
事
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

藤
原
社
長
日
く
、
「
〃
食
″
に

強
い
ス
タ
ッ
フ
が
充
実
し
て
い

る
の
で
、
〃
食
べ
も
の
″
に
関

す
る
良
い
仕
事
を
今
年
は
、
是

非
や
り
た
い
」
と
の
こ
と
。

内
側
を
一
冊
の
本
に
ま
と
め
ら

れ
、
出
版
さ
れ
た
。

タ
イ
ト
ル
も
「
女
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
奮
戦
す
」
。

主
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
作
品
に

は
、
「
赤
い
鳩
が
死
ん
だ
」
（
日

本
テ
レ
ビ
）
、
「
花
嫁
の
母
」
（
同
）

等
、
ま
た
、
映
画
で
は
、
「
塀

の
中
の
懲
り
な
い
面
々
」
な
ど

が
あ
る
。

俳
優
の
近
藤
正
臣
さ
ん
は
、

「
神
戸
生
ま
れ
の
彼
女
の
血
に

は
、
上
方
の
義
理
、
人
情
が
色

濃
く
流
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
裏

打
ち
さ
れ
た
正
義
感
が
彼
女
を

ど
こ
か
素
人
っ
ぽ
く
し
て
い
る

よ
う
だ
」
と
大
西
さ
ん
に
つ
い

て
語
る
。

こ
れ
か
ら
も
素
敵
な
作
品
を

作
り
続
け
て
頂
き
た
い
も
の

だ
。

明子さん
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ｃ
ト
ラ
や
ラ

イ
オ
ン
、
チ

ン
パ
ン
ジ
ー

も
マ
ン
ト
ヒ

ヒ
も
、
み
な

年
老
い
て
く

る
と
、
口
も

と
が
た
る
み

ヨ
ダ
レ
を
よ

く
流
す
。
た

い
て
い
が
歯

が
悪
く
な
っ

て
い
る
ん
だ

よ
。
そ
れ
に

毛
つ
や
が
な

く
な
り
、
少

臼

シ
ワ
が
で
き
ま
す
か
？
」

「
カ
バ
は
魚
食
べ
ま
す
か
？
」

円
曜
、
祝
日
に
行
な
っ
て
い
る
『
子
供
動
物
相
談
』
に

毎
回
卸
ｌ
畑
名
の
児
童
が
尋
ね
て
く
れ
る
。

「
ア
メ
ン
ポ
ウ
の
エ
サ
を
教
え
て
下
さ
い
」

緊
張
の
た
め
吃
戸
て
し
ま
う
小
学
五
年
生
の
男
の
子
、

人
だ
か
り
の
中
で
、
た
ど
た
ど
し
く
ア
メ
ン
ポ
ウ
と
カ
プ

ト
虫
、
冬
の
幼
虫
の
質
問
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
翌

日
「
学
校
で
は
友
達
の
前
で
よ
く
吃
る
の
で
、
か
ら
か
わ

れ
た
り
で
あ
ま
り
話
し
た
が
り
ま
せ
ん
が
、
動
物
園
で
は

知
ら
な
い
小
学
生
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
、
一
生
け
ん
め
い

質
問
し
て
い
ま
し
た
」
お
母
さ
ん
か
ら
の
う
れ
し
い
電
話

だ
っ
た
。

「
烏
は
な
ぜ
卵
を
生
む
の
で
す
か
？
」

「
ト
カ
ゲ
の
尾
は
何
度
切
れ
た
ら
の
び
な
く
な
る
の
？
」

「
動
物
も
年
老
い
た
ら
、

「
老
い
は
人
間
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
よ
。

帥

毎週、子供達が詰めかける『こども動物相談コーナー』
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識譲鍵

着
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を
新

聞
紙
面
で
見
た
。

「
寒
く
な
っ
た
か
ら
、
妃

ク
マ
た
ち
北
海
道
か
ら
噸一

つ

何
時
帰
っ
て
き
ま
す
か
錨

…
…
」
誇胤

小
学
四
年
生
の
子
等
諏

に
ど
う
話
せ
ば
よ
い
の
認ク

だ
ろ
う
か
・
・
・
…
。
たつ

「
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の
赤
葦
・
§

ち
ゃ
ん
、
お
乳
ど
の
よ
億

し
白
っ
ぽ
い
毛
に
な
っ
て
、
あ
ま
り
動
か
な
く
な
り
ま

す
。
よ
く
見
る
と
何
時
も
隅
に
体
を
隠
す
よ
う
に
休
ん
で

い
ま
す
よ
」

「
そ
れ
か
ら
眼
が
白
く
な
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
視
力
が
衰
え

て
く
る
ん
だ
。
あ
る
夜
、
眼
の
不
自
由
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

ザ
ル
を
真
夜
中
に
若
ザ
ル
三
頭
が
温
め
る
よ
う
に
囲
ん
で

寝
て
い
た
の
に
は
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
」

【
幼
な
心
に
、
「
あ
Ｉ
、
う
ｌ
、
そ
れ
は
…
…
」
】

「
ラ
ク
ダ
が
見
た
い
の
、
飼
っ
て
下
さ
い
」

「
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
お
尻
、
紅
く
て
病
気
み
た
い
」

「
ク
マ
が
い
な
い
の
、
何
処
へ
行
っ
た
の
？
」

ｉ
あ
の
ネ
、
ク
マ
の
い
た
所
へ
お
猿
を
入
れ
た
の
で
、

よ
そ
の
動
物
園
へ
行
っ
た
ん
で
す
。

「
何
処
の
動
物
園
で
す
か
、
ボ
ク
面
会
に
行
っ
て
き
ま
す

骨
。
：
。
Ｄ
」

折
悪
し
く
も
、
夏
の
暑
い
日
、
神
戸
新
聞
イ
イ
ミ
ミ
の

紙
面
に
、
〃
ク
マ
は
暑
い
の
で
北
海
道
へ
避
暑
に
行
か
せ

て
い
ま
す
″
な
ど
、
動
物
園
の
ど
な
た
が
お
答
え
し
た
の

か
、
活
字
に
な
っ
て
い
た
。
平
成
四
年
、
新
年
を
迎
え
、

先
頃
、
天
王
寺
動
物
園
生
ま
れ
の
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
が
到
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６
１
１
１
１

た
ち
一
一
一
頭
ぐ
ら
い
で
、
シ
マ
ウ
マ
や
ヌ
ー
（
ウ
シ
カ
モ
シ

カ
）
を
捕
え
、
一
番
に
食
べ
る
の
は
お
父
さ
ん
と
子
供
な

ん
だ
。
飼
ネ
コ
も
そ
う
だ
よ
。
子
ネ
コ
が
エ
サ
を
食
べ
は

じ
め
た
ら
親
た
ち
は
じ
っ
と
見
て
い
る
だ
け
だ
よ
」

「
カ
ン
ガ
ル
ー
ノ
」
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
の
ウ
ン
コ
は
ど

う
な
る
の
か
な
。
イ
ヌ
や
ネ
コ
の
赤
ち
ゃ
ん
同
様
お
母
さ

ん
は
舌
で
お
尻
を
な
め
て
や
り
ま
す
。

「
コ
ア
ラ
が
動
か
な
い
の
は
何
故
で
す
か
？
」

「
コ
ア
ラ
も
ナ
マ
ケ
モ
ノ
も
動
い
た
ら
天
敵
に
見
つ
か
る

か
ら
よ
・
コ
ア
ラ
の
天
敵
は
イ
ヌ
に
近
い
デ
ィ
ン
ゴ
だ
。

南
米
に
い
る
ナ
マ
ケ
モ
ノ
は
ヒ
ョ
ウ
よ
り
も
大
き
な
ジ
ャ

ガ
ー
に
襲
わ
れ
る
か
ら
動
か
な
い
ん
だ
」

動
物
園
に
来
て
「
変
な
顔
し
て
る
」
、
「
ク
サ
イ
な

あ
／
・
」
、
「
ち
っ
と
も
動
か
な
い
」
と
言
っ
て
オ
リ
を
た
た

い
た
り
石
を
投
げ
た
り
、
も
う
そ
ん
な
時
代
は
終
り
に
し

て
ほ
し
い
の
で
す
。

「
君
た
ち
は
暖
い
家
に
帰
れ
る
だ
ろ
う
が
、
ど
の
動
物
も

オ
リ
の
中
で
一
生
す
ご
し
て
く
れ
る
の
だ
よ
。
」

元
気
で
ね
、
ま
た
来
る
か
ら
ね
、
病
気
し
た
ら
あ
か
ん

で
／
、
長
生
き
し
い
よ
…
…
、
そ
ん
な
動
物
園
見
学
に
し

て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
…
…
。

あ
つ
そ
う
そ
う
、
「
サ
イ
の
鳴
声
の
も
の
ま
ね
し
て
」

と
云
わ
れ
ま
し
た
。
今
テ
ー
プ
で
色
々
な
動
物
の
声
や
話

ハ
イ
オ
ウ
ジ

を
し
て
い
る
よ
、
八
八
一
’
八
一
○
一
一
、
よ
ろ
し
く
。

こども動物園相談コーナー

た
れ
。
ゾ
ウ
だ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
、
サ
イ
も
カ
バ
も

、
、
、
、

き
ん
た
ま
・
・
・
皐
丸
と
い
う
の
だ
よ
、
そ
の
畢
丸
が
大
き
な

ゾ
ウ
、
サ
イ
、
カ
バ
は
あ
ま
り
外
に
ぶ
ら
下
っ
て
い
な

い
。
お
腹
の
中
に
入
っ
て
い
る
ん
だ
。
そ
れ
を
、
内
宰
丸

と
い
う
の
で
す
。
憶
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
」

【
い
ま
紙
芝
居
が
人
気
／
】

約
十
分
ほ
ど
の
紙
芝
居
モ
ド
キ
に
い
ま
親
子
の
人
気
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
全
て
ア
ッ
プ
写
真
を
見
せ
、

「
さ
て
、
こ
の
動
物
は
…
：
．
大
き
な
声
で
云
っ
て
」

「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
／
」

「
そ
う
な
ん
で
す
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
パ
ン
ダ
は

東
京
上
野
に
し
か
い
ま
せ
ん
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
遊

び
に
行
く
な
ら
二
時
間
で
い
い
上
野
動
物
園
を
見
せ
て
や

っ
て
下
さ
い
よ
／
・
次
は
、
こ
れ
は
・
・
・
…
」

「
ト
ラ
ノ
．
」

「
そ
の
ト
ラ
に
何
故
シ
マ
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
Ｉ
。
ラ

イ
オ
ン
は
学
校
の
運
動
場
の
色
、
あ
れ
は
、
あ
ま
り
木
が

生
え
て
い
な
い
所
に
い
る
か
ら
な
ん
だ
。
一
週
に
一
度

位
、
赤
ち
ゃ
ん
ラ
イ
オ
ン
を
お
父
さ
ん
に
預
け
て
、
メ
ス

●

う
に
し
て
の
む
の
で
す

か
？
」

「
ヒ
ョ
ウ
と
、
ジ
ャ
ガ
ー
の

ち
が
い
教
え
て
下
さ
い
」

「
ゾ
ウ
さ
ん
の
オ
ス
、
ど

、
、

こ
に
（
笑
い
な
が
ら
）
き
ん

、
、
た
ま
あ
る
の
？
イ
ヌ
も
ウ

マ
も
、
ヤ
ギ
も
オ
ス
は
ボ

ク
た
ち
み
た
い
に
外
に
下

っ
て
い
る
の
に
、
下
っ
て

い
ま
せ
ん
」

「
う
Ｉ
、
よ
く
見
ま
し

☆野性動物の特徴習性、観
察のしかた、飼育体験な
どをお答えします。

☆相談に来た方に､ ｢ 動物も
のしり百科」をさしあげ
ます。シリーズで集めて
下さい。

●日曜日と祝日のみ
●１０：0 0～１１：３０，１３：３０
～１５：００

＠動物科学資料館内

動物ものしり百科

ｈ熟操鐸鶏鍵ｉ

ペンギン雛
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邑
第
冊
回
神
戸
文
学
賞
授
賞
式

月
刊
神
戸
っ
子
新
年
会

有
望
新
人
、
「
神
戸

っ
子
」
か
ら
飛
邦
／

I彊謝鞭鍵

０
１
２
１
１

１
月
Ⅳ
日
、
生
田
神
社
会
館
富
士
蓬

莱
の
間
に
て
月
刊
神
戸
っ
子
主
催
の

「
第
焔
回
神
戸
文
学
賞
授
賞
式
。
月
刊

神
戸
っ
子
新
年
会
」
が
行
わ
れ
た
。

第
坊
回
神
戸
文
学
賞
受
賞
作
は
白
石

美
保
子
さ
ん
（
今
治
市
）
の
「
香
水
は

ミ
ス
・
デ
ィ
オ
ー
ル
」
、
佳
作
は
田
吉

義
明
さ
ん
（
長
崎
市
）
の
「
南
蛮
寺
門

前
町
別
れ
坂
」
と
決
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
賞
金
と
、
白
石
さ
ん
に
は
羽
多
悦
子

さ
ん
作
の
レ
リ
ー
フ
が
贈
ら
れ
た
。

今
回
例
年
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
多
数

の
応
募
が
あ
り
、
最
終
選
考
に
残
っ
た

作
品
は
甲
乙
つ
け
が
た
い
も
の
と
な
っ

た
。
杜
山
悠
氏
、
武
田
芳
一
氏
、
鄭
承

博
氏
ら
の
選
考
委
員
は
白
石
、
田
吉
両

氏
の
作
品
を
比
較
し
て
優
劣
を
付
け
る

べ
き
も
の
で
な
い
と
語
っ
た
。

お
子
様
か
ら
の
祝
電
に
、
白
石
さ
ん

も
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
、
田
吉
氏
は
「
神

戸
の
街
へ
は
初
め
て
で
す
」
と
語
り
な

が
ら
、
今
後
の
執
筆
活
動
に
意
欲
を
み

せ
た
。乾

杯
の
後
は
、
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
。
若

柳
吉
金
吾
さ
ん
が
「
外
記
猿
」
を
申
年

に
ち
な
ん
で
舞
い
、
続
い
て
山
本
愛
さ

ん
が
安
藤
義
則
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で

「
す
み
れ
の
花
咲
く
頃
」
な
ど
を
披
露

し
た
。当

日
神
戸
文
学
賞
の
受
賞
作
家
で
あ

る
玉
岡
か
お
る
さ
ん
の
サ
イ
ン
会
も
行

な
わ
れ
、
新
年
会
は
、
お
楽
し
み
福
引

大
会
を
最
高
潮
に
、
な
ご
や
か
な
雰
囲

気
の
う
ち
に
閉
会
し
た
。
八
高
橋
Ｖ

受賞の喜びと抱負を語る白石美保子さん（右上）白石さんと田吉義明さんの作品を講評する杜山氏と各委員（方卜) ‘，
（右下より）「外記猿」を舞う若柳吉金吾さん。山本愛さんの絶唱にうっとり。『神戸っ子」を支える各界の人々が新年の挨拶ｃ

nJ零威４ 話題のひろば

露

＜Ｉ＞

霞鍵銅

繍繊欝瀞

鐸
鶏
議
識
譲
鵜
識

一一皇'軍’
第１６回イ
平成４年

鴬

鰯謹蕊麓懸塁
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鵜
『_ 翻

爵
●
緬
鯛
欝
繍
畷
鼠
豊
端

す
っ
か
り
年
末
恒
例
の
催
し
と
な
っ

た
「
神
戸
歌
謡
祭
」
が
、
さ
る
娼
月
過

日
、
神
戸
国
際
会
館
で
開
か
れ
た
。

今
回
は
、
貝
原
兵
庫
県
知
事
、
緒
方

学
神
戸
市
助
役
、
牧
冬
彦
神
戸
商
工
会

議
所
会
頭
を
は
じ
め
、
各
界
で
活
躍
す

る
キ
ー
マ
ン
町
名
が
出
場
し
た
。

舞
台
ソ
デ
で
、
「
心
臓
ド
キ
ド
キ
」
「
歌

詞
を
忘
れ
な
い
か
心
配
」
と
、
不
安
げ
だ

っ
た
出
演
者
も
、
〃
さ
す
が
本
番
に
強

い
ト
ッ
プ
″
を
実
感
さ
せ
る
熱
演
ぶ
り

で
、
大
ホ
ー
ル
を
埋
め
つ
く
す
観
客
か

ら
、
ヤ
ン
ヤ
の
喝
釆
を
受
け
た
。

４
回
連
続
出
演
の
貫
禄
を
み
せ
、
堂

々
余
裕
の
歌
い
つ
ぶ
り
で
舞
台
を
盛
り

あ
げ
る
の
は
、
鬼
塚
喜
八
郎
ア
シ
ッ
ク

ス
社
長
、
宮
崎
幸
三
加
美
乃
素
社
長
、
長

手
淳
日
産
プ
リ
ン
ス
兵
庫
販
売
代
表
。

多
彩
な
演
出
を
盛
り
込
み
、
初
参
加

の
舞
台
を
飾
っ
た
の
は
、
北
村
速
和
イ

ン
テ
ル
ナ
き
た
む
ら
社
長
、
大
西
畔
川

重
相
談
役
、
橋
本
俊
作
太
陽
神
戸
三
井

銀
行
副
頭
取
、
園
井
洋
一
神
鋼
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ク
リ
エ
イ
ト
社
長
の
４
人
。

毎
回
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
で
会
場

を
湧
か
せ
る
の
は
、
小
畠
賢
介
川
鉄
顧

問
、
畑
崎
広
敏
ワ
ー
ル
ド
社
長
、
氏
平

競
重
尼
崎
商
工
会
議
所
会
頭
ら
。

特
別
ゲ
ス
ト
の
加
藤
隆
久
生
田
神
社

宮
司
、
マ
ン
ガ
家
の
高
橋
孟
さ
ん
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
中
西
省
伍
さ
ん
、
舞
踊
家
の

藤
間
新
佳
子
さ
ん
も
熱
唱
。
さ
ら
に
神

商
コ
ー
ラ
ス
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
、
華
や

か
な
歌
の
祭
典
を
一
層
盛
り
あ
げ
た
。

１
１２１
１

話題のひろば

傭

篭
上夢

神
戸
歌
謡
祭

■
一
年
末
恒
例

＜Ⅱ＞

蕊

上右より牧会頭のあいさつ、唄う鬼塚喜八郎氏、大西畔氏と頑張る畑崎広敬氏
下右は文化人の藤間、加藤、たかはし、中西各氏とフィナーレの大合唱

:蕊_蕊

熱
演
、
熱
唱
／
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⑮都市経営の軌跡刊行記念会開かれる
前神戸市長､ 宮崎辰雄氏の市政の軌跡と氏自身の人柄、
エピソードを多彩な顔ぶれで綴った「都市経営の軌跡」
刊行記念会が1 2 月1 8 日ﾎ ﾃ ﾙ ｵ ｰ ｸ ﾗ 神戸で催された｡
各方面からの出席者で、場内は賑わった。

ｅ平成３年望月美佐の忘年会
恒例の書家望月美佐さんの忘年会が､ ' 9 1 年1 2 月3 1 日の
午後７時より、酒騨大関で開催され､ なんと, ００人近いフ
ァンが大集合。３人ぬきのカラオケ大会や、福引で賑や
かに年忘れ｡ ' 9 3 年１月1 1 日は､ ‘恒例新年会で大ハッスル。

●「白鳥の湖」全幕で新春公演の貞松・浜田バレエ団
愛はすべてに打ち克つ. ﾉ という永遠のテーマを詩い踊
る「白鳥の湖｣ ( 1 / 5 . 1 / 7 ) 公演は、神戸の名物になって
超満員。貞松。浜田バレエ団の平成３年度｢ 神戸文化賞」
受賞の成果充分。ファンの高円宮殿下も禍稿i 覧された。

属
○
ｍ
画
目
○
四
○
の
●
尻
○
国
画
自
○
四
○
の
●
病
○
国
画
目
○
四
○
の
●
【
○
ｍ
両
目
○
四
○
の

Ｐ

⑬新春国際親善パーティなごやかに…。
１月７日の夜。相楽園会館は、激動の平成３年の国際

情勢も新たな場面を迎え、笹山幸俊神戸市長主催の新春
国際親善パーティは、なごやかに各国の領事たちや在神
外国人約2 5 0 名が参加した。申年の世界情勢や如何に? ！

１
１２２
１

申
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蕊
①

Z 弼

鍵

④神戸二紀女流新人展受賞式行われる
昨年の1 2 月1 5 日、生田神社会館にて神戸二紀会の忘年
会と合わせて、女流新入展受賞式が行われた。女流賞は
高橋京子さん、田村賞。尚田友美さん、宮永賞・岡和美
さん、他、受賞者の皆さんの活踊が期待される。

の
○
国
○
日
国
四
○
閏
●
の
○
国
○
閉
口
四
○
】
●
一
の
○
国
○
日
国
四
○
】
●
の
○
国
○
闇
四
四
○
】

●米花稔さんの地域文化功労者表彰受賞を祝って
本誌“地域文化論”でユニークな地域文化を紹介され
ている米花稔先生( 元神戸大学名誉教授・福山大学教授）
が､ 地域文化功労者表彰を、文部大臣から受けられ（1 1 ／
1 9 ) 、お祝いの集いが1 2 月2 1 日昼、ホテルシエレナで開
催された。．

●先行き不透明な時代への決意を新たに
１月４日、神戸国際展示場で、兵庫県、神戸市、神戸

商工会議所などの主催による｢ 平成４年新年合同祝賀会」
が開かれ、経済界を中心に2 2 0 0 人が参加した。景気後退
が予想される今年は､ 会場にも緊張した雰囲気が漂った。

●こうべ芸文「新年のつどい」開催される
恒例のこうべ芸文「新年のつどい」が１月2 1 日( 火) 午
後６時から、相楽園会館で開かれた。笹山市長の挨拶の
後、リサイタルをはじめ幅広く活躍されているピアニス
ト・伊藤ルミさんの演奏に心和む集いとなった。

①

禰騨篭溌識篭識離溌繊灘リ

評

班
輔
拙

臣巴
一
軸
臨
０
１
１
．
。

鍵
諜
岬
鵠
。

晦
羅
》
識
鍋
・

串
』
．
．

蝿
鯉:識；

凸４

１
１２３
１

蕊霧

学ぺジ

坪
井

§
謹響
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Ｐ

霧

☆
街
の
歴
史
に
関
す
る
再
認
識
の

必
要
性

ｌ
か
ね
て
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
こ

と
な
の
で
す
が
、
神
戸
で
は
「
歴
史
」

と
い
う
も
の
が
浅
く
と
ら
え
ら
れ
が
ち

で
す
ね
。
行
政
的
な
面
か
ら
見
ま
し
て

も
、
京
都
な
ど
は
歴
史
を
う
ま
く
街
づ

く
り
に
生
か
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る

の
で
す
が
、
そ
れ
と
比
べ
て
み
ま
し
て

も
、
ど
う
も
何
か
物
足
り
な
い
よ
う
な

気
が
す
る
の
で
す
。

神
戸
を
訪
れ
て
く
だ
さ
る
観
光
客
の

み
な
さ
ん
も
数
多
い
こ
と
で
す
し
、
そ

う
い
っ
た
面
か
ら
も
、
や
は
り
〃
街
の

物
語
″
と
い
う
も
の
を
充
実
さ
せ
て
い

く
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
の
で
す
。

そ
う
い
っ
た
訳
で
、
今
日
は
、
何
か

神
戸
の
歴
史
に
つ
い
て
再
発
見
す
る
場

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
お
一
一
人
の

お
話
を
う
か
が
い
た
い
と
思
っ
て
い
る

次
第
で
す
。

田
辺
こ
れ
は
全
体
と
し
て
、
私
が
い

つ
も
言
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
が
、

よ
く
言
わ
れ
る
の
は
、
「
神
戸
と
い
う

街
は
、
開
港
後
、
発
達
し
た
街
で
、
明

治
の
頃
、
つ
ま
り
、
異
人
館
の
時
代
よ

り
あ
と
に
し
か
歴
史
が
な
い
」
と
い
つ

〆

私
達
の
住
む
街
〃
神
戸
″
の
歴
史
一
忽

と
鞭
く
；
腫
嬰
と
い
…
鍍
峰
鰯
雲
…
再
発
見
し
て
み
よ
う

な
「
神
戸
」
。
し
か
し
、
実
際
は
、
歴
史
上
、
様
々

な
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
に
お
い
て
、
重
要
な
意

義
を
持
っ
て
き
た
場
所
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
も
う
一

度
、
〃
神
戸
の
歴
史
″
を
再
発
見
す
る
べ
く
、
お
二

人
に
お
話
を
展
開
し
て
い
た
だ
い
た
。

１
１２４
１

た
意
味
の
こ
と
な
ん
で
す
よ
。

実
際
に
は
、
こ
れ
は
大
き
な
間
違
い

な
ん
で
す
よ
ね
。
ど
こ
の
土
地
で
も
そ

う
な
の
で
す
が
、
人
間
が
住
み
始
め
て

以
来
、
歴
史
が
あ
る
わ
け
で
し
て
ね
。

☆
歴
史
的
に
非
常
に
大
き
な
意
味
を

持
っ
て
き
た
街
「
神
戸
」

田
辺
特
に
、
神
戸
は
、
一
言
で
言
い

ま
す
と
、
大
化
の
改
新
か
ら
江
戸
時
代

ま
で
、
首
都
圏
の
西
の
い
わ
ゆ
る
〃
関

門
″
に
あ
た
る
場
所
だ
っ
た
訳
で
す
。

ち
ょ
う
ど
、
現
在
の
須
磨
区
ま
で
が

首
都
圏
、
つ
ま
り
「
畿
内
」
で
し
て
、

そ
れ
よ
り
西
側
は
い
わ
ゆ
る
播
磨
の
国

歴
史
対
談

名
生
昭
雄
氏

〈
窪
霊
県
立
宝
塚
北
高
等
学
校
〉

〈
姻
鋸
需
園
女
子
短
期
大
学
〉

田
辺
巨
人
氏

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



■

り
続
け
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
ね
。

し
か
も
、
江
戸
時
代
以
降
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
と
、
開
港
場
の
一
つ
と

し
て
、
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
明
の

受
け
入
れ
口
に
も
な
っ
た
わ
け
な
ん
で

す
。ま

ず
、
そ
う
い
っ
た
神
戸
の
基
本
的

な
位
置
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
ね
。

名
生
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
に
、
傾
斜

地
で
、
陽
当
た
り
も
良
く
、
恵
ま
れ
た

土
地
で
す
し
ね
。
お
そ
ら
く
都
市
化
す

る
前
の
状
態
で
発
掘
し
て
み
る
と
い
ろ

い
ろ
な
も
の
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
が
し
ま
す
よ
。

早
く
に
、
都
市
化
し
て
し
ま
っ
た
た

め
に
、
遺
跡
が
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
と
言
え
ま
す
よ
ね
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
天
候
と
い
う
の

は
、
西
か
ら
変
化
し
て
い
き
ま
す
よ

ね
。
文
化
も
同
じ
な
ん
で
す
よ
ね
。
私

は
、
〃
吹
き
だ
ま
り
の
文
化
″
と
呼
ん

で
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
…
…
。

そ
う
い
っ
た
西
か
ら
入
っ
て
く
る
文

化
が
必
ず
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

所
と
い
う
の
が
、
先
程
、
田
辺
先
生
が

言
わ
れ
た
よ
う
に
、
こ
こ
〃
神
戸
″
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。

そ
れ
と
、
都
落
ち
し
て
西
下
す
る
時

に
も
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
き
た

わ
け
で
す
。

王
朝
が
存
在
し
て
い
た
京
都
、
奈
良

に
対
し
て
、
外
国
へ
向
け
て
の
、
あ
る

い
は
、
国
内
へ
向
け
て
の
港
町
と
し
て
、

ま
た
、
陸
路
の
窓
口
と
し
て
隆
盛
で
あ

っ
た
の
で
す
ね
。

田
辺
古
い
時
代
、
先
史
時
代
か
ら
考

え
て
み
ま
し
て
も
、
近
畿
を
代
表
す
る

よ
う
な
遺
跡
が
あ
り
ま
す
ね
、
垂
水
の

大
歳
山
遺
跡
や
五
色
塚
古
墳
の
よ
う
な

も
の
が
そ
う
で
す
。

弥
生
時
代
の
稲
作
の
文
化
と
い
っ
た

も
の
も
西
区
、
明
石
川
の
流
域
、
伊
川

谷
辺
り
で
、
か
な
り
大
き
な
発
展
を
し

て
い
た
の
で
す
。

名
生
西
か
ら
入
っ
て
き
た
文
化
の
証

し
と
し
て
、
そ
う
い
っ
た
も
の
は
、
大

き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ

ね
。
か
な
り
早
い
速
度
で
東
北
地
方
ま

で
拡
が
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
よ
。

田
辺
東
神
戸
で
言
い
ま
す
と
、
サ
ン

プ
ル
の
よ
う
に
、
小
さ
な
川
沿
い
に
一

つ
ず
つ
、
青
銅
の
宝
物
が
出
土
し
て
い

ま
す
し
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
時
代
と
と

も
に
、
統
一
が
進
め
ら
れ
て
、
広
い
地

域
を
征
服
し
た
支
配
者
の
手
に
集
め
ら

れ
た
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
ね
。

桜
ガ
丘
の
銅
鐸
の
出
土
な
ど
ま
さ
に

そ
の
サ
ン
プ
ル
と
言
え
ま
す
ね
。

そ
れ
と
、
も
う
一
つ
主
張
し
た
い
の

は
、
神
戸
は
一
一
つ
の
国
に
ま
た
が
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
つ
ま
り
、

摂
津
と
播
磨
、
首
都
圏
と
そ
の
外
側
、

そ
の
接
点
に
あ
た
る
地
域
が
現
在
の
神

戸
な
の
で
す
。

’
と
こ
ろ
で
、
今
、
兵
庫
界
隈
を

歴
史
的
に
見
直
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、
様
々
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る

◆

１
１２５
１

に
な
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
地
形
的
に
見
ま
し
て
も
、
奈

良
や
京
都
の
〃
み
や
こ
〃
か
ら
西
へ
向

か
お
う
と
し
た
場
合
、
平
野
の
中
の
様

々
な
ル
ー
ト
を
通
っ
て
芦
屋
ま
で
は
、

割
と
、
簡
単
に
た
ど
り
着
け
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
辺
り
か
ら
、
六
甲
山

地
と
海
と
が
平
行
し
て
走
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
こ
の
部
分
だ
け
は
、
山
と
海
の

間
の
細
い
廊
下
の
よ
う
な
道
を
通
ら
ざ

る
を
得
な
い
の
で
す
。

そ
の
細
い
廊
下
の
首
根
っ
こ
に
な
る

部
分
が
〃
須
磨
浦
″
で
す
ね
、
こ
の

〃
す
ま
″
と
い
う
地
名
は
〃
す
み
つ
こ
〃

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
た
も
の
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

で
す
か
ら
、
〃
み
や
こ
″
に
入
ろ
う

と
す
る
西
の
勢
力
は
、
と
も
か
く
こ
こ

を
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で

す
よ
ね
。
そ
し
て
、
一
方
、
〃
み
や
こ
〃

に
あ
る
そ
れ
ま
で
の
勢
力
は
、
こ
こ
で

そ
の
西
か
ら
の
勢
力
を
く
い
と
め
よ
う

と
す
る
ん
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
日
本
の
歴
史
に
お
い
て

大
き
な
転
換
期
に
は
、
神
戸
に
お
い
て

〃
戦
い
〃
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。

古
代
と
中
世
の
間
で
の
〃
一
ノ
谷
の

戦
い
〃
、
中
世
の
前
期
と
後
期
の
間
で

の
〃
湊
川
の
戦
い
〃
、
中
世
か
ら
近
世

に
移
り
変
わ
る
時
の
〃
花
隈
合
戦
″
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
考
え
ま
す

と
、
こ
の
神
戸
と
い
う
街
は
、
日
本
の

歴
史
上
、
常
に
意
味
の
あ
る
場
所
で
あ
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■

い
と
い
う
こ
と
で
、
兵
庫
の
隣
の
人
口

の
少
な
い
神
戸
村
を
開
い
た
訳
な
ん
で

す
。そ

れ
か
ら
後
、
明
治
以
降
に
な
り
ま

す
と
、
そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
が
入
り

こ
ん
で
き
た
神
戸
の
方
が
、
兵
庫
の
港

を
飲
み
込
ん
で
し
ま
う
形
に
な
っ
た
わ

け
な
ん
で
す
。

名
生
で
す
か
ら
、
そ
の
周
辺
を
も
う

一
度
、
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
は

歴
史
を
大
切
に
す
る
と
い
う
観
点
か
ら

も
非
常
に
基
本
的
な
姿
勢
だ
と
思
う
の

で
す
。

ｌ
〃
兵
庫
“
の
物
語
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
と
、
や
は
り
、
〃
清
雄
″
の

名
前
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
が
…
・
・
・
・

田
辺
清
盛
に
し
て
も
そ
う
で
す
が
、

日
本
の
歴
史
上
の
政
治
家
の
中
で
革
新

的
な
人
達
は
、
〃
兵
庫
″
に
注
目
を
し

て
い
ま
す
ね
。
清
盛
が
都
を
置
こ
う
と

し
た
こ
と
も
そ
う
で
す
し
、
足
利
義
満

が
、
勘
合
貿
易
に
お
い
て
、
注
目
し
て

い
た
と
い
う
事
実
も
あ
り
ま
す
し
ね
。

と
こ
ろ
が
、
そ
う
い
っ
た
我
々
の
街

の
重
要
性
を
、
神
戸
市
民
が
忘
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

調
べ
て
み
ま
す
と
で
す
ね
、
〃
兵
庫
″

の
お
寺
、
神
社
等
は
尊
氏
と
深
い
つ
な

が
り
が
あ
る
よ
う
な
ん
で
す
。

名
生
特
に
、
宝
満
寺
と
か
が
そ
う
で

す
ね
。

田
辺
尊
氏
が
、
京
都
を
追
わ
れ
て
西

国
へ
逃
げ
よ
う
と
す
る
と
き
、
こ
こ
兵

庫
で
、
立
て
直
し
を
計
っ
て
も
う
一
度

京
都
を
め
ざ
し
た
わ
け
で
す
。

こ
う
し
た
物
語
を
持
つ
〃
兵
庫
の

街
″
の
再
発
見
と
い
う
こ
と
に
関
し
て

言
え
ば
、
具
体
的
に
は
、
こ
う
い
っ
た

様
々
な
事
柄
の
舞
台
と
な
っ
た
街
道
に

沿
っ
て
、
自
分
の
足
で
、
実
際
に
歩
い

て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

☆
実
際
に
自
分
で
歩
い
て
み
る
こ
と
が

重
要

Ｉ
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
若
い
世

代
に
、
街
の
歴
史
を
伝
え
て
い
く
に
は

ど
う
い
っ
た
こ
と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ

ま
す
か
。

田
辺
先
程
、
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、

実
際
に
歩
い
て
み
る
こ
と
で
す
ね
。

中
学
生
、
高
校
生
な
ど
に
も
、
「
こ

の
道
は
、
昔
、
大
名
行
列
が
通
っ
た
道

だ
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
る
と

本
当
に
も
の
す
ご
く
感
動
す
る
ん
で
す

よ
。名

生
ち
ょ
っ
と
し
た
Ｐ
Ｒ
で
、
大

阪
、
京
都
か
ら
、
古
い
街
並
を
見
て
み

た
い
と
い
う
こ
と
で
多
く
の
人
が
訪
れ

て
く
れ
ま
す
し
…
…
。

田
辺
そ
れ
と
、
各
地
域
の
自
覚
で
す

ね
。
須
磨
な
ど
も
、
文
学
的
な
面
で
様

々
な
事
柄
の
舞
台
と
な
っ
た
わ
け
で
す

か
ら
、
観
光
客
に
対
す
る
ち
ょ
っ
と
し

た
情
報
提
供
等
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ｌ
各
個
人
が
自
分
達
の
街
の
歴
史

を
見
つ
め
、
実
際
に
歩
い
て
み
る
よ
う

に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
ね
。

◆

１
１２６
１

き
う
で
す
が
、
少
し
解
説
し
て
い
た
だ

け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

名
生
兵
庫
津
復
権
振
興
協
議
会
と
い

う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
を
中
心
と

し
ま
し
て
、
地
域
住
民
の
力
も
借
り
ま

し
て
、
地
域
の
活
性
化
と
い
う
視
点
で

や
っ
て
い
る
の
で
す
。
兵
庫
大
仏
の
復

興
等
が
行
わ
れ
て
、
ま
ず
、
一
つ
の
材

料
が
で
き
た
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

事
実
、
人
も
多
く
集
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
し
ね
。

そ
れ
で
、
〃
兵
庫
・
歴
史
の
道
を
作

る
″
と
い
う
こ
と
で
兵
庫
駅
を
ス
タ
ー

ト
に
し
ま
し
て
、
ず
っ
と
南
の
方
へ
ル

ー
ト
を
作
成
し
ま
し
て
ね
、
地
図
も
も

う
出
来
て
い
る
ん
で
す
け
ど
ね
。

今
や
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
ル
ー
ト

に
沿
っ
て
の
歩
行
者
優
先
の
道
作
り
な

の
で
す
。

田
辺
と
も
か
く
、
奈
良
時
代
よ
り
あ

と
に
お
い
て
は
、
兵
庫
の
港
と
い
う
の

は
、
瀬
戸
内
海
の
海
上
交
通
の
一
番
東

の
、
し
た
が
っ
て
、
〃
み
や
こ
〃
に
一

番
近
い
港
町
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
こ

は
、
ま
た
、
陸
上
交
通
の
接
点
で
も
あ

る
わ
け
で
し
て
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
も

繁
栄
を
続
け
て
、
そ
し
て
江
戸
時
代
に

は
、
二
万
’
二
万
五
千
人
の
人
口
を
持

つ
大
都
会
だ
っ
た
の
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
国
は
、
本
当
は
こ

の
〃
兵
庫
″
の
方
を
開
い
て
ほ
し
か
っ

た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
住
ん
で
い
る
日
本
人
と

の
間
で
い
ざ
こ
ざ
が
あ
っ
て
は
い
け
な

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



鴬
鳥

一
月
十
六
日
。
京
町
の
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
紫
陽
花
の
問
に
お
い
て
〃
か

ん
し
ん
″
こ
と
関
西
信
用
金
庫
の
、
田

端
基
宏
理
事
長
が
、
信
用
金
庫
一
筋
に

四
十
年
、
地
元
中
小
企
業
の
育
成
と
、

地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
努
め
、
そ
の
功

績
が
顕
彰
さ
れ
て
黄
綬
褒
章
を
受
賞
。

祝
う
会
が
「
田
端
家
の
ホ
ー
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
」
と
し
て
近
淫
進
（
世
話
人
代

表
）
さ
ん
ら
が
企
画
し
て
開
催
さ
れ
約

剛
人
が
集
い
〃
信
金
一
代
″
を
テ
ー
マ

に
、
村
上
和
子
さ
ん
が
司
会
進
行
。
会

場
は
、
田
端
邸
を
設
計
し
た
西
宮
章
泰

さ
ん
が
、
紫
陽
花
の
間
を
日
本
家
屋
風

に
し
つ
ら
え
て
家
庭
的
な
雰
囲
気
だ
。

望
月
美
佐
さ
ん
の
動
の
書
で
〃
信
金

一
代
″
を
。
近
津
進
世
話
人
代
表
の
あ

い
さ
つ
に
続
い
て
、
寺
田
晴
彦
日
本
銀

行
神
戸
支
店
長
は
「
バ
ブ
ル
の
都
市
銀

行
が
問
題
の
多
い
中
で
、
信
用
金
庫
の

地
域
に
根
づ
い
た
活
躍
は
貴
重
な
存

在
」
と
お
墨
付
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
「
軍

隊
か
ら
帰
還
し
て
、
戦
後
ま
も
な
く
か

ら
縁
あ
っ
て
信
用
金
庫
に
っ
と
め
そ
の

道
一
筋
四
十
年
、
私
の
人
生
は
〃
信
金

一
代
″
で
し
た
。
歩
ん
だ
道
を
本
に
ま

と
め
る
人
は
多
い
の
で
す
が
、
〃
信
金

一
代
″
を
唄
に
し
て
全
国
の
信
用
金
庫

で
働
く
人
々
が
誇
り
を
持
っ
て
唄
え
る

曲
を
創
り
ま
し
た
」
と
田
端
理
事
長
。

あ
い
さ
つ
の
後
は
紋
付
袴
で
登
場
し
、

新
曲
を
唄
っ
て
大
拍
手
。
裏
面
の
〃
あ

り
が
と
う
″
は
小
宮
恵
子
さ
ん
、
夫
人

と
共
に
合
唱
。
文
化
メ
ッ
セ
に
力
を
入

れ
る
田
端
さ
ん
ら
し
い
パ
ー
テ
ィ
だ
っ

た
。

左上．喜びの田端理事長夫妻。寺田晴彦日銀神戸支店長から記念の望月美佐氏の書を。左下。､ 信金一代" の新曲を大合唱。
右下は、田端家のホームパーティのしつらえで理事長を囲む。

１
１２７
１

譜騨鍵§議鍵蕊蕊蕊蕊蕊議 繕
鶴

群暮詫

霞

蕊 話題のひろば

識蕊

謹
熱

＜Ⅲ＞
覗璽喧

起ゴ

醗
Ｍ

■
黄
綬
褒
章
受
章
の

田
端
基
宏
氏
を
祝
う

〃
信
金
一
代
〃
パ
ー
テ
”

》
控

Ｉ
●

号け

曲〆
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神
戸
の
酒
処
・
味
処

今

１
１２８
１

神
戸
・
北
野
の
高
台
に
あ
る
割
烹
料

亭
、
お
可
川
。
異
国
情
緒
と
割
烹
料
理

の
取
り
合
わ
せ
が
妙
な
る
味
わ
い
。
お

家
芸
は
天
ぷ
ら
。
ミ
ナ
ト
神
戸
を
一
望

に
し
な
が
ら
、
こ
の
店
な
ら
で
は
の
揚

げ
た
て
の
味
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

園
神
戸

武
２

Ａ
Ｍ

第
１

懲饗
１町

畷Ｍ３区

１野
休９５北

１０

蝿
世
紀
の
や
ぐ
ら
時
計
な
ど
、
骨
董

時
計
が
並
ぶ
、
民
芸
御
食
事
処
、
と
け

い
や
。
名
物
の
し
や
ぷ
し
や
ぶ
は
も
ち

ろ
ん
、
こ
の
季
節
は
か
に
料
理
や
活
け

ふ
ぐ
も
好
評
。
小
グ
ル
ー
プ
か
ら
剛
人

の
宴
会
ま
で
お
楽
し
み
頂
け
ま
す
。

画
神
戸
市
中
央
区
加
納
町
４
１
７
‐
羽

賀
３
２
１
１
０
５
５
５

正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
抑

無
休

人
気
の
豆
腐
や
大
根
な
ど
を
味
わ
い

な
が
ら
、
ス
ズ
製
６
尺
コ
ッ
プ
に
日
本

酒
を
な
み
な
み
と
注
い
で
飲
め
ば
話
も

は
ず
む
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
と
だ
し
の
き
い
た
お
で
ん
と
美
味
し

い
お
柄
で
心
か
ら
あ
た
た
ま
れ
ま
す
。

お
可
川

と
け
い
や

ま
め
だ
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砥鱗・

犬蕊溌鍵t，ろ

ろ酔 ガイほ ドい

再薙蕊誰Q 需撰閤詞誤零堀野博電函団鰯翻

趨霊

酒
房
灘

園
さ
ん
ち
か
店
癒
３
９
１
１
５
５
５
９

Ａ
Ｍ
ｍ
函
賜
Ｉ
Ｐ
Ｍ
加
第
３
月
畷
休

姉
妹
店
さ
ん
プ
ラ
ザ
店
、
須
磨
パ
テ
ィ
オ
店

灘
寿
し

一
品
料
理
、
季
節
の
献
立
、
お
で
ん
、

焼
鳥
、
天
ぷ
ら
、
定
食
と
豊
富
な
メ
ニ

ュ
ー
。
お
酒
も
灘
の
銘
酒
、
辛
口
・
甘

口
９
銘
柄
に
加
え
て
、
に
ご
り
酒
や
生

酒
も
楽
し
め
ま
す
。
家
庭
的
な
雰
囲
気

で
、
ほ
っ
と
気
持
ち
が
な
ど
み
ま
す
。

帥
種
類
も
の
味
覚
が
楽
し
め
る
お
で

ん
匠
。
素
材
の
良
さ
を
充
分
に
生
か
し

た
味
つ
け
、
そ
し
て
、
他
で
は
お
目
に

か
か
ら
な
い
銘
柄
の
お
酒
も
揃
え
て
あ

る
の
が
人
気
の
秘
密
。
香
し
い
店
内
は

い
つ
で
も
あ
っ
た
か
。

お
で
ん
匠
藤
吉

神
戸
の
酒
処
・
味
処

焼鳥一皿2 3 0 円～
おでん一品1 0 0 円～

層
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
１
１
劃
１
２

サ
ン
メ
イ
ピ
ル
Ｂ
１
Ｆ

衝
３
９
２
１
７
３
２
１

Ｐ
Ｍ
５
“
犯
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ⅷ
日
晒
休

大根、肉団子、ばくだん
など
1 8 0 円～7 0 0 円（一品）

鞍鷺

大
衆
活
魚
ひ
ろ

美
味
し
い
魚
料
理
が
安
く
味
わ
え
る

店
。
家
庭
的
な
雰
囲
気
で
、
一
品
の
さ

し
み
や
、
天
ぷ
ら
、
煮
付
け
な
ど
も
気

軽
に
作
っ
て
も
ら
え
る
の
が
魅
力
。
一

階
は
カ
ウ
ン
タ
ー
、
二
階
、
三
階
に
は

釦
人
は
入
れ
る
座
敷
も
あ
り
ま
す
。

回
神
戸
市
中
央
区
雲
井
通
４
１
１
１
旧

癒
２
２
１
１
１
６
０
９

Ａ
Ｍ
Ⅲ
『
犯
ｌ
Ｐ
Ｍ
１
Ｐ
Ｍ
５
１
Ｐ
Ｍ
加

月
畷
休

ひろおすすめコース5 0 0 0 円

( ;熱や卵畿諺）
てっさ 1 5 0 0 円

’
1２９
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